
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
身体対向ライナーと弾性液体不透過性変形制御シェルによって囲まれる吸収性構造体を有
し、使用者の衣服の股部に着用する、吸収性物品であって、
前記液体不透過性シェルは、（ａ）周縁、（ｂ）長手方向端、及び前記周縁付近の前記身
体対向ライナーから衣服対向面に延びる側面、及び（ｃ）前記衣服対向面と前記側面の長
さを調整する手段を有し、

前記シェルの前記衣服対向面と側面が膨張または収縮することにより、前記物品を曲げる
際に生じるひずみを解放することができ、しかも、前記身体対向ライナーが滑らかな湾曲
をなして折れのないままにできる、
吸収性物品。
【請求項２】
前記変形制御シェルが熱成形物質から形成される、請 記載の吸収性物品。
【請求項３】
前記熱成形物質が重合性発泡体である、請 記載の吸収性物品。
【請求項４】
前記熱成形物質が重合性フィルム構造体である、請 記載の吸収性物品。
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前記衣服対向面と側面の長さを調整する手段は、複数の横方向に延びるひだを有し、前記
ひだは、前記側面の１つに末端があり、前記衣服対向面の方に放射状に延び、前記衣服対
向面を横切り、前記側面の他方に第二の末端があり、
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【請求項５】
液体透過性身体対向面と弾性液体不透過性変形制御シェルの間にある吸収性構造体を有し
、使用者の衣服の股部に着用する、吸収性物品であって、
前記シェルは一対の相対する側面及び衣服対向面を有し、
前記身体対向面とシェルは周縁で接続され、
前記シェルは多数の横方向に延びるひだを有し、当該ひだは前記側面の１つに末端があり
、前記衣服対向面の方に放射状に延び、前記衣服対向面を横切り、前記側面の他方に第二
の末端があり、
前記側面にある前記ひだから延びる仮想線は、前記ひだの方向に前記衣服対向面から離れ
て、前記物品の前記身体対向面を越えた領域で集中し、
前記シェルの前記衣服対向面は比較的平らな形から弓状の形に曲がることができる、
吸収性物品。
【請求項６】
１つの前記ひだの末端から中央面への長手方向距離が、前記中央面から前記シェルの前記
衣服対向面における当該ひだへの長手方向距離より短い、ここで前記中央面は平らな形に
おける前記衣服対向面と前記物品の長手方向軸に対して垂直である、請 記載の吸収
性物品。
【請求項７】
前記横ひだの数が偶数である、請 記載の吸収性物品。
【請求項８】
前記横ひだの数が奇数である、請 記載の吸収性物品。
【請求項９】
前記シェルが熱成形物質から形成される、請 記載の吸収性物品。
【請求項１０】
前記熱成形物質が重合性発泡体である、請 記載の吸収性物品。
【請求項１１】
前記熱成形物質が重合性フィルム構造体である、請 記載の吸収性物品。
【請求項１２】
前記弓状の形が、前記集中領域の焦点からの曲率半径を有する曲がった形である、請

記載の吸収性物品。
【請求項１３】
前記仮想線が前記曲がった形の前記焦点で集中する、請 記載の吸収性物品。
【請求項１４】
前記吸収性物品が生理用ナプキンである、請 記載の吸収性物品。
【請求項１５】
前記吸収性物品が大人用失禁パッドである、請 記載の吸収性物品。
【請求項１６】
身体対向ライナーと弾性液体不透過性変形制御シェルによって囲まれる吸収性構造体を有
し、使用者の衣服の股部に着用する、吸収性物品であって、
前記液体不透過性シェルは、（ａ）周縁、（ｂ）長手方向端、及び前記周縁付近の前記身
体対向ライナーから衣服対向面に延びる側面、（ｃ）前記衣服対向面と前記側面の長さを
調整する手段を有し、

前記シェルの前記側面のそれぞれの一部は、前記衣服対向面から前記周縁付近の身体対向
ライナーにより形成される面の上方に延びて前記周縁の内側に壁を形成し、
前記シェルの前記衣服対向面と側面が膨張または収縮することにより、前記物品を曲げる
ことにより生じるひずみを解放することができ、しかも、前記身体対向ライナーが滑らか
な湾曲をなして折れのないままにできる、
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前記衣服対向面と側面の長さを調整する手段は、複数の横方向に延びるひだを有し、前記
ひだは、前記側面の１つに末端があり、前記衣服対向面の方に放射状に延び、前記衣服対
向面を横切り、前記側面の他方に第二の末端があり、



吸収性物品。
【請求項１７】
前記シェルが熱成形物質から形成される、請 記載の吸収性物品。
【請求項１８】
前記熱成形物質が重合性発泡体である、請 記載の吸収性物品。
【請求項１９】
前記熱成形物質が重合性フィルム構造体である、請 記載の吸収性物品。
【請求項２０】
前記壁が、前記周縁付近の各側面の中央領域に形成される、請 記載の吸収性物品
。
【請求項２１】
前記吸収性物品が比較的平らであるときは前記壁は第一の高さを有し、前記吸収性物品が
曲がった形のときは前記壁は前記第一の高さより大きい第二の高さとなる、請 記
載の吸収性物品。
【請求項２２】
前記吸収性物品が生理用ナプキンである、請 記載の吸収性物品。
【請求項２３】
前記吸収性物品が大人用失禁パッドである、請 記載の吸収性物品。
【請求項２４】
液体透過性身体対向面と弾性液体不透過性変形制御シェルの間にある吸収性構造体を有し
、使用者の衣服の股部に着用する、吸収性物品であって、
前記シェルは、一対の相対する側面、衣服対向面、及び周縁を有し、
前記身体対向面と前記シェルは前記シェルの周縁で接続され、
前記シェルの各前記側面の一部は前記衣服対向面から前記周縁の付近の前記身体対向ライ
ナーのなす面の上方に延びて前記周縁から内方に配置された壁を形成し、
前記シェルは多数の横方向に延びるひだを有し、
前記ひだは、前記側面の１つに末端があり、前記衣服対向面の方に放射状に延び、前記衣
服対向面を横切り、前記側面の他方に第二の末端があり、
前記側面にある前記ひだから延びる仮想線は、前記ひだの方向に前記衣服対向面から離れ
て、前記物品の前記身体対向面を越えた領域で集中し、
前記シェルの前記衣服対向面は比較的平らな形から弓状の形に曲がることができる、
吸収性物品。
【請求項２５】
前記弓状の形が、前記集中領域の焦点からの曲率半径を有する曲がった形である、請

記載の吸収性物品。
【請求項２６】
前記曲がった形では、前記仮想線が前記焦点に集中する、請 記載の吸収性物品。
【請求項２７】
前記壁が、前記周縁付近の各側面の中央領域に形成される、請 記載の吸収性物品
。
【請求項２８】
前記吸収性物品が比較的平らであるときは前記壁は第一の高さを有し、前記吸収性物品が
曲がった形のときは前記壁は前記第一の高さより大きい第二の高さとなる、請 記
載の吸収性物品。
【請求項２９】
前記吸収性物品が生理用ナプキンである請 記載の吸収性物品。
【請求項３０】
前記吸収性物品が大人用失禁パッドである、請 記載の吸収性物品。
【請求項３１】
身体対向ライナーと弾性液体不透過性変形制御シェルによって囲まれる吸収性構造体を有
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し、使用者の衣服の股部に着用する、吸収性物品であって、
前記液体不透過性シェルは、（ａ）周縁、（ｂ）長手方向端、及び前記周縁付近の前記身
体対向ライナーから衣服対向面に延びる側面、（ｃ）前記衣服対向面と前記側面の長さを
調整する手段

、及び
（ｄ）前記調整手段付近にあって前記側面に添ったへこみを有し、
前記シェルの前記衣服対向面と側面が膨張または収縮することにより、前記物品を曲げる
ことにより生じるひずみを解放することができ、しかも、前記身体対向ライナーが滑らか
な湾曲をなして折れのないままにできる、
吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
この発明は、使用者の衣服の股部に着用する吸収性物品に関する。特に、本発明は、物品
の性能を改善する、変形がコントロールされた（変形制御）外側（シェル）の構造上の特
徴に関する。
【０００２】
【発明の背景】
生理用ナプキン、大人用失禁パッド等の使 捨て吸収性物品は、使用者の衣服の股部に着
用するようにデザインされており、体液を吸収し保持する。一般に失禁する大人の排泄量
は生理流体より多いので、失禁パッドには高い液体能力が必要とされる。また、大人用失
禁パッドは他の人には気付かれないようにコンパクトであることが望ましい。
【０００３】
ホルトマン（Ｈｏｌｔｍａｎ）の米国特許第４，６８５，９１４号の失禁パッドは他の要
求と共にこれらの要求をほぼ満たしている。ホルトマンの使 捨て排泄パッドは液体不透
過性で変形に抵抗しかつ柔軟なシェルを有し、このシェルは繊維吸収性構造体を含む。こ
のパッドは大きな液体能力を有し、かなり多量の液体の流出を速やかに受け保持する。し
かしながら、ホルトマンのパッドは永続的に曲がった形であり、製造が困難であり、パッ
ケージや貯蔵にかさばる。
【０００４】
曲がった生理用ナプキンの製造の試みには、例えば、 に添った弾性バンドを用いてほ
ぼ平らな構造体を曲がった吸収性物品に変形するモクリイ（Ｍｏｋｒｙ）の米国特許第４
，９４４，７３５号がある。しかしながら、モクリイの生理用ナプキンは失禁パッドより
液体能力が低く、バリアフィルムが弱いのでホルトマンのシェルがもたらす弾性構造支持
がもたらされない。
【０００５】
ひだのついたバリアフィルムを用いたおむつが製造されている。このような製品の例には
、シャール（Ｓｃｈａａｒ）等の米国特許第３，７７６，２３３号と第３，８４８，５４
９号がある。やはり、バリアフィルムが弱いので弾性シェルの構造支持がもたらされない
。
【０００６】
従って、十分な弾性構造一体性を維持し、隙間ができて横洩れすることを防ぎながら、身
体に適合するように快適に曲がる使用者の衣服の股部に着用する吸収性物品が求められて
いる。
【０００７】
この発明は、使用者の身体に適合するように曲がりかつ横洩れしない吸収性物品を得るこ
とを目的とする。
【０００８】
【発明の概要】
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であって、前記衣服対向面と側面の長さを調整する手段は、複数の横方向に
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射状に延び、前記衣服対向面を横切り、前記側面の他方に第二の末端がある、手段
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本発明の吸収性物品は、使用者の下着の股部に着用する。この物品は、液体透過性身体対
向面と液体不透過性変形制御シェルの問に、吸収性構造体を有する。
【０００９】
シェルは一対の相対する 、衣服対向面及び周縁を有する。シェルの周縁付近に、身体
ガスケット部 がある。好ましくは、身体ガスケット部は液体透過性カバー
で覆われる。また、シェルは衣服対向面と の長さを調整する手段を有する。従って、
衣服対向面と は膨らみ又は縮むことができ、身体ガスケット部に折れや隙間のないま
まで、物品を曲げることにより生じるひずみを解放する。
【００１０】
好ましい実施例では、衣服対向面と を伸ばす手段は、複数の膨脹可能ひだを有し、ひ
だは一側に末端があり、衣服対向面の方に放射状に延び、衣服対向面を横切り、相対する

に第二の末端がある。膨脹可能ひだの配向は一方向である。仮想線が、シェルの
にある膨脹可能ひだから、衣服対向面から離れる方向に延びると、仮想線は物品の身体対
向面を越えた領域に集中する。これらの膨脹可能ひだは、シェルが比較的平らな形から曲
がった形に曲がるのを助ける。曲がった形は、集中領域の焦点からの曲率半径を有する。
［発明の詳細な説明］
【００１１】
図１は、第一及び対向する横端２０，３０がある、本発明による吸収性物品１０を示す。
吸収性物品１０には、液体透過性身体対向面５０と液体不透過性変形制御シェル６０の間
に、吸収性構造体４０がある。シェル６０には、衣服対向面７０と一対の ８０，９０
がある。
【００１２】
シェル６０は好ましくは弾性、熱成形可能物質から形成される。「弾性」の用語は、延ば
されたり、曲げられたりして、変形力を除くと、弾んだり、跳ね返ったりして自然と形、
位置等に戻ることを意味する。このタイプのシェルの例として、ホルトマンの米国特許第
４，６８５，９１４号（ここに参考として取り込む）、バイガス（Ｂａｉｇａｓ）・ジュ
ニア等の米国特許第５，０１３，３０９号、スターン（Ｓｔｅｒｎ）等の米国特許第４，
６８１，５７７号、コルプマン（Ｋｏｒｐｍａｎ）等の米国特許第４，５５４，１９１号
、メナード（Ｍｅｎａｒｄ）等の米国特許第４，７４０，３４２号が知られている。弾性
物質の例として、限定されないが、ポリエチレン発泡体、ポリウレタン発泡体等の重合性
発泡体；弾性フィルム；弾性積層物等が挙げられる。「変形制御シェル」は弾性物質から
形成され、弾性物質は外部の力に晒されるとシェルを変形し易くするという構造上の特徴
を有する。
【００１３】
シェル６０の変形制御性は、ひだ、中空、厚い厚み部、溝、角度等に影響される。本発明
の１つの変形制御の特徴は、シェルの衣服対向面と の長さを調整する手段である。調
整手段１００は、ひだ、プリーツ、折り目、ダーツ等の形をとりうる。好ましくは、調整
手段１００は長さを増やすことも減らすこともできる。
【００１４】
特に好ましい実施例では、調整手段はシェル６０に形成される複数のひだ１００を有する
。ひだ１００は、第一の ８０に末端を有し、衣服対向面７０に向かって放射状に延び
、面７０を横切り、対向側９０まで延びて、対向側９０に第二の末端１２０を有する。好
ましいひだ１００は１方向に配向する。
【００１５】
第一の末端１１１と１１２にある隣り合う中央のひだ１０１と１０２の隆起１３１と１３
２の間の長手方向距離Ｂは、衣服対向面７０を横切る隣り合うひだ１０１と１０２の隆起
１３１と１３２の間の長手方向距離Ｇより短い。従って、衣服対向面７０から離れて
８０，９０のひだ１００から延びる仮想線１４０は、身体対向面５０を越えて領域Ｒに集
中する。
【００１６】

10

20

30

40

50

(5) JP 3986555 B2 2007.10.3

側面
すなわち封止部

側面
側面

側面

側面 側面

側面

側面

側面

側面



中央のひだ１０１と１０２の隣りにある他のひだ１０３間の距離は重要ではない。しかし
ながら、 ８０にあるひだ１０３の末端１１３が中央面Ｐから長手方向距離Ｄ１だけ間
があいて、長手方向距離Ｄ１が衣服対向面７０にあるひだ１０３の隆起１３３と中央面Ｐ
の間の長手方向距離Ｄ２より短くなるように、ひだ１０３は配置される。中央面Ｐは物品
の長軸Ｌと身体対向面５０の両方に対して垂直である。
【００１７】
衣服対向面７０は身体対向面５０より大きく膨らんで弓形となるので、このことは重要で
ある。 ８０，９０の長手方向の膨脹はシェル６０の衣服対向面７０近くでより大きい
ので、側壁１０６がゆがんで横洩れ路を形成する機会は減る。
【００１８】
ひだ１００の断面は曲線でもよい。このような形の例として、シヌソイド、のこぎり歯、
矩形波、これらの形の変形や組み合わせが挙げられる。もちろん、これらの形は上述した
ように、配向し集中する。ひだ１００は衣服対向面７０の残りによって形成される平面を
越えて延びてもよく、その平面まで延びてもよく、また衣服対向面７０の平面の直ぐ下ま
で延びてもよい。
【００１９】
上記の説明と図面はひだ１００の膨脹に関するものであるが、ひだ１００は縮んで衣服対
向面７０を短くできる。衣服対向面７０を短くすると、物品１０は曲がり少なくとも一部
は使用者の身体から離れる。衣服対向面７０は、同時に、１つの位置又は方向では短くな
り、他の領域又は方向では長くなり、物品１０の形を複雑に曲げることができる。
【００２０】
シェル６０のひだの数は複数であればいくつであってもよい。図はひだ１００が偶数の実
施例を示しているが、ひだ１００が奇数でもよい。ひだ１００が奇数なら、隣り合う中央
ひだ１０１と１０２の間の距離ＢとＧは、中央ひだ１０１と隣の両側のひだ１０２の間の
距離となる。好ましくは、ひだの数は約３～２５であり、より好ましくは約５～７である
。
【００２１】
物品１０が弓形となり曲がった形になると、仮想線１４０は集中領域Ｒの焦点Ｆに集中し
、曲がった物品１０の曲率半径となる。
【００２２】
シェル６０の各 ８０，９０の一部は衣服対向面７０からシェル６０の周縁１５０を越
えて延びる。この部分は、周縁１５０から内側にあって使用中に流体を保持する壁１６０
として機能する。好ましくは、壁１６０は、周縁１５０付近にあって各 ８０，９０の
中央領域に形成される。図５に示すように物品１０が比較的平らであるとき、各壁１６０
の高さは第一の高さＨ１をである。壁１６０が各 ８０，９０の中央領域にのみ形成さ
れるとき、壁１６０と周縁１５０の間の移行は横方向及び長手方向ともスムーズでなけれ
ばならない。これにより効果的な ガスケット面 が形成され、この面は
使用者の会陰部及び／又は隣接する体面に密接して封止でき、使用中に流体が洩れる恐れ
を減らす。また、壁１６０は身体対向面５０の周りを十分延びてもよい。この明細書及び
特許請求の範囲で使用される「比較的平らな」の語は、説明される構造体が曲がったりカ
ップ状となるよりも平らであることを意味する。図７に示すように、物品１０が曲がって
カップ状となるとき、壁１６０は、第一の高さＨ１より大きい第二の高さＨ２となる。
【００２３】
壁１６０、周縁１５０ 収性構造体４０及びシェル６０は協動して、横洩れを防ぐ構造
の吸収性物品１０となる。物品１０が曲がる間、例えばカップ状になる間、調整手段１０
０は、身体ガスケット部 に横洩れの恐れのある折れ、隙間又は他の欠陥が
実質的に無い状態を保ちながら、衣服対向面７０と ８０，９０が膨らみ又は縮んで物
品１０が曲がることにより生じるひずみを解放する。従って、身体ガスケット面

は身体の形に添いながらほぼ一定の外辺部を維持し、シェル６０の他の部分を調整
して物品を操作することにより生じるひずみを解放する。
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【００２４】
本発明の他の好ましい変形制御の特徴は、側８０，９０におけるへこみ１７０，１８０の
使用である。好ましくは、へこみ１７０，１８０は長さ調整手段１００付近にある。へこ
み１７０，１８０により、シェル６０は吸収性構造体４０の方にそれ、身体ガスケット面

に折れや隙間を生じることなく、シェル６０内のひずみを解放する。
【００２５】
図１の吸収性物品１０がほぼ平らであるため、製造は容易である。この分野では、曲がっ
た物品よりも比較的平らな物品の方が、切ったり、取り扱ったり、包装したりすることが
容易なことが、理解される。特に、コンベアで運ばれる複数の物品のウェブから吸収性物
品を取り出すために、連続作動切削操作が使用できる。
【００２６】
使用の際、吸収性物品は使用者の下着に装着され、感圧位置付け接着剤等により固定して
もよい。物品は使用者の下着と身体の力により伸び、弓形になる。図２において、物品１
０の端２０，３０を指す矢印は、物品１０をカップ状の形に曲げる力を示す。使用の際、
一般にこの力は使用者の下着から付与される。物品１０の長手方向中央付近の周縁１５０
を指す矢印は、壁１６０を互いの方に横切るように動かす力を示す。一般にこの力は図１
０に示す着用者の腿２００により付与される。
【００２７】

【００２８】

【００２９】

【００３０】

【００３１】

【００３２】

【００３３】
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すなわち封止面

本発明の具体的な実施態様は次のように表現することもできる。
１．身体対向ライナーと弾性液体不透過性変形制御シェルによってほぼ囲まれる吸収性構
造体を有する吸収性物品であって、
前記液体不透過性シェルは、周縁、前記周縁付近にある身体ガスケット部、長手方向端及
び前記身体ガスケット部から衣服対向面に延びる側端、及び前記衣服対向面と前記側端の
長さを調整する手段を有し、
前記シェルの前記衣服対向面と側端が膨らんで又は縮んで、前記身体ガスケット部に折れ
や隙間のないままで、前記物品を曲げることにより生じるひずみを解放する使用者の衣服
の股部に着用する吸収性物品。

２．前記変形制御シェルが熱成形物質から形成される実施態様１記載の吸収性物品。

３．前記熱成形物質が重合性発泡体である実施態様２記載の吸収性物品。

４．前記熱成形物質が重合性フィルム構造体である実施態様２記載の吸収性物品。

５．前記衣服対向面と側端の長さを調整する手段が、複数の横方向に延びるひだを有し、
前記ひだは前記側端の１つに末端があり、前記衣服対向面の方に放射状に延び、前記衣服
対向面を横切り、前記側端の他方に第二の末端がある実施態様１記載の吸収性物品。

６．液体透過性身体対向面と弾性液体不透過性変形制御シェルの間にある吸収性構造体を
有する吸収性物品であって、
前記シェルは一対の相対する側端及び衣服対向面を有し；前記身体対向面とシェルは周縁
で接続し；前記シェルは多数の横方向に延びるひだを有し；前記ひだは前記側端の１つに
末端があり、前記衣服対向面の方に放射状に延び、前記衣服対向面を横切り、前記側端の
他方に第二の末端があり；前記側端にある前記ひだから延びる仮想線は前記衣服対向面か
ら離れて、前記物品の前記身体対向面を越えた領域で集中し；前記シェルの前記衣服対向
面は比較的平らな形からカップ状の形に曲がることができる使用者の衣服の股部に着用す
る吸収性物品。

７．１つの横ひだの末端から中央面へ長手方向距離が、前記シェルの前記衣服対向面にお
ける前記中央面から前記ひだの長手方向距離より短い、ここで前記中央面は前記衣服対向



【００３４】

【００３５】

【００３６】

【００３７】

【００３８】

【００３９】

【００４０】

【００４１】

【００４２】

【００４３】

【００４４】

【００４５】

【００４６】

【００４７】

【００４８】

【００４９】

【００５０】

【００５１】
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面の平らな形状と前記物品の長手方向軸に対して垂直である実施態様６記載の吸収性物品
。

８．前記横ひだの数が偶数である実施態様６記載の吸収性物品。

９．前記横ひだの数が奇数である実施態様６記載の吸収性物品。

１０．前記シェルが熱成形物質から形成される実施態様６記載の吸収性物品。

１１．前記熱成形物質が重合性発泡体である実施態様１０記載の吸収性物品。

１２．前記熱成形物質が重合性フィルム構造体である実施態様１０記載の吸収性物品。

１３．前記カップ状の形が、前記集中領域の焦点からの曲率の半径を有する曲がった形で
ある実施態様６記載の吸収性物品。

１４．前記仮想線が前記曲がった形の前記焦点で集中する実施態様１３記載の吸収性物品
。

１５．前記吸収性物品が生理用ナプキンである実施態様６記載の吸収性物品。

１６．前記吸収性物品が大人用失禁パッドである実施態様６記載の吸収性物品。

１７．身体対向ライナーと弾性液体不透過性変形制御シェルによってほぼ囲まれる吸収性
構造体を有する吸収性物品であって、
前記液体不透過性シェルは、周縁、前記周縁付近にある身体ガスケット部、長手方向端及
び前記身体ガスケット部から衣服対向面に延びる側端、前記衣服対向面と前記側端の長さ
を調整する手段を有し、前記身体ガスケット部の少なくとも一部は前記シェルの前記衣服
対向面から離れて前記周縁を越えて延びて前記周縁の内側に壁を形成し、
前記シェルの前記衣服対向面と側端が膨らんで又は縮んで、前記身体ガスケット部に折れ
や隙間のないままで、前記物品を曲げることにより生じるひずみを解放する使用者の衣服
の股部に着用する吸収性物品。

１８．前記シェルが熱成形物質から形成される実施態様１７記載の吸収性物品。

１９．前記熱成形物質が重合性発泡体である実施態様１８記載の吸収性物品。

２０．前記熱成形物質が重合性フィルム構造体である実施態様１８記載の吸収性物品。

２１．前記壁が前記周縁付近にある各側端の中央領域に形成される実施態様１７記載の吸
収性物品。

２２．前記吸収性物品が比較的平らであるときは前記壁は第一の高さを有し、前記吸収性
物品が曲がった形のときは前記壁は前記第一の高さより大きい第二の高さとなる実施態様
１７記載の吸収性物品。

２３．前記吸収性物品が生理用ナプキンである実施態様１７記載の吸収性物品。

２４．前記吸収性物品が大人用失禁パッドである実施態様１７記載の吸収性物品。



【００５２】

【００５３】

【００５４】

【００５５】

【００５６】

【００５７】

【００５８】

【００５９】
上記の明細書と図面はここに開示される発明の完全な理解を助けるものであり、発明を限
定するものではない。本発明の精神と範囲を離れること無く、本発明の多くの変形及び実
施例が可能であり、本発明は添付の特許請求の範囲による。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のほぼ平らな吸収性物品の斜視図である。
【図２】本発明の曲がった吸収性物品の斜視図である。
【図３】本発明のほぼ平らな吸収性物品の底面図である。
【図４】本発明の曲がった吸収性物品の底面図である。
【図５】本発明のほぼ平らな吸収性物品の側面図である。
【図６】本発明の吸収性物品の図３の線６－６に添った一部断面図であり、横方向に膨張
可能なひだの形を示す。
【図７】本発明の曲がった吸収性物品の側面図である。
【図８】本発明のほぼ平らな吸収性物品の図５の線８－８に添った横断面図である。
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２５．液体透過性身体対向面と弾性液体不透過性変形制御シェルの間にある吸収性構造体
を有する吸収性物品であって、
前記シェルは一対の相対する側端、衣服対向面及び周縁を有し；前記身体対向面と前記シ
ェルは前記シェルの周縁で接続し；前記シェルの各側端の一部は前記衣服対向面から前記
周縁の前記面を越えて延びて前記周縁に壁を形成し；前記シェルは多数の横方向に延びる
ひだを有し；前記ひだは前記側端の１つに末端があり、前記衣服対向面の方に放射状に延
び、前記衣服対向面を横切り、前記側端の他方に第一の末端があり；前記側端にある前記
ひだから延びる仮想線は前記衣服対向面から離れて、前記物品の前記身体対向面を越えた
領域で集中し；前記シェルの前記衣服対向面は比較的平らな形からカップ状の形に曲がる
ことができる使用者の衣服の股部に着用する吸収性物品。

２６．前記カップ状の形が、前記集中領域の焦点からの曲率の半径を有する曲がった形で
ある実施態様２５記載の吸収性物品。

２７．前記仮想線が前記曲がった形の前記焦点で集中する実施態様２６記載の吸収性物品
。

２８．前記壁が前記周縁付近にある各側端の中央領域に形成される実施態様２５記載の吸
収性物品。

２９．前記吸収性物品が比較的平らであるときは前記壁は第一の高さを有し、前記吸収性
物品が曲がった形のときは前記壁は前記第一の高さより大きい第二の高さとなる実施態様
２５記載の吸収性物品。

３０．前記吸収性物品が生理用ナプキンである実施態様２５記載の吸収性物品。

３１．前記吸収性物品が大人用失禁パッドである実施態様２５記載の吸収性物品。

３２．身体対向ライナーと弾性液体不透過性変形制御シェルによってほぼ囲まれる吸収性
構造体を有する吸収性物品であって、
前記液体不透過性シェルは、周縁、前記周縁付近にある身体ガスケット部、長手方向端及
び前記身体ガスケット部から衣服対向面に延びる側端、前記衣服対向面と前記側端の長さ
を調整する手段、及び前記調整手段付近にあって前記側端に添ったひだを有し、
前記シェルの前記衣服対向面と側端が膨らんで又は縮んで、前記身体ガスケット部に折れ
や隙間のないままで、前記物品を曲げることにより生じるひずみを解放する使用者の衣服
の股部に着用する吸収性物品。



【図９】本発明の曲がった吸収性物品の図７の線９－９に添った横断面図である。
【図１０】図９と同様な、使用の際の本発明の吸収性物品の概略図である。
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【符号の説明】
１０ 吸収性物品
２０ ,３０ 横端
４０ 吸収性構造体
５０ 身体対向面
６０ シェル
７０ 衣服対向面
８０ ,９０ 側面
１００ 調整手段（ひだ）
１０１ ,１０２ 中央のひだ
１０３ 他のひだ
１０６ 側壁
１１１ ,１１２ 第１の末端
１１３ 末端
１２０ 第２の末端
１３１ ,１３２ ,１３３ 隆起
１４０ 仮想線
１５０ 周縁
１６０ 壁
１７０ ,１８０ へこみ
２００ 腿
Ｂ，Ｇ 隣り合う中央ひだの間の距離
Ｄ１，Ｄ２ 長手方向距離
Ｆ 焦点
Ｈ１，Ｈ２ 高さ
Ｌ 長軸
Ｐ 中央面
Ｒ 集中領域



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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